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３）高接ぎに使用する穂品種の選択

秋田県のリンゴの品種構成は「ふじ」が 60％以上で、他県に比較す

るとその比率が高くなっています。こうした「ふじ」偏重の品種構成

を見直すことも重要ですが、大きな雪害を被った主力品種の立て直し

。 、 「 」 、が急務です そのため ここでは特に ふじ の を前提に高接ぎ更新

穂品種の選択、母樹の選択、穂木の取り扱いについて述べます。

（１）穂品種の選択 ～主力の「ふじ」復興のために～

①「ふじ」から再度「ふじ」への更新

自園地の既存樹の中で、毎年安定した品質を示す系統を選択しま

しょう。また、同一樹内で穂木の採取と高接ぎを行うことで、品質

のバラツキを低減し、高接ぎ病を回避できます。

②新しい枝変わり系統（着色系、早生系）への更新

「ふじ」は、各苗木業者から多数の着色系統が販売されています

が、その系統間における形質の相違点は明確でない部分が多く、区

別 す る こ と が 困難 で す （ 図 39 。 ま た 「早 生 ふ じ 」 に つい て も 同） 、

、 、 （ ）。様で 類似した系統が多く存在しますが 区別は困難です 図40

そのため無理に新しい系統に切り替える必要性はありません。自園

で最も安定した形質を示している系統を選択しましょう。

着色系は、収穫時期の判断を誤ると「色が良いのに、美味しくな

い」という消費者のリンゴ離れを助長する最悪の結果を招く恐れが

あります。収穫期は着色の善し悪しだけで決定されるものではあり

ま せ ん 「 ふじ 」 に 限 ら ず 着 色 系 の 導 入 に は 「 早 く 色 付く 系 統 ほ。 、

ど早く採れる」という考え方は危険です。
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③「ふじ」以外の品種への更新

「 」 、 、ふじ の比率を下げることで 管理がよく行き届くようになり

品質向上が期 待できます。ま た、他の品種を導入することは 「ふ、

じ」受粉環境の改善に有効です。次の点も考慮しながら品種構成を

見直し、個々の経営に合った品種を選択しましょう。

・黄色系品種導入よる着色管理の省力化

・ ふじ」との交雑和合性「

・県育成オリジナル品種の導入による他産地との差別化

・消費者の動向（現在は甘系を好む傾向）

（２）母樹の選択 ～安全な高接ぎ用の接ぎ穂を確保するために～

高接ぎは、あらゆるリスクを考えると、自園の穂木を採取・利用

することが望ましいと言えます。また、品質を揃えるために、たく

さんの母樹から少しずつ穂木を採取するのではなく、出来るだけ母

樹を絞り、１樹から多くの穂木を採りましょう。

①高接ぎ病ウイルスに対する各種台木の感受性

採穂する母樹を選択する際に、もっとも注意すべき点は高接ぎ病

ウイルス（ACLSV、 ASPV、 ASGV）保毒の有無です。

各台木品種の感受性は、ウイルスの種類に対する異なりますが、

（ ） （ ）マルバカイドウ台 以下マルバ とミツバカイドウ台 以下ミツバ

は罹病性（高接ぎ病ウイルスに感染すると発病し、衰弱する）であ

り、わい性台（Ｍ系台木、ＪＭ系台木など）は抵抗性（ウイルスに

感染するが、発病しない）に大きく分類されます（表６ 。）

②台木の種類と高接ぎ病の危険性

例えば、高接ぎ病ウイルスACLSVに感染したわい性台のM.9台やJM

7台 の 樹 は 、 抵 抗 性 で あ る た め 発 病 せ ず （ 表 ６ 、 表 面 上 は 感 染 の）

※（　）内は発見地または育成地
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是非（保毒の有無）が分かりません。しかし、これらウイルス感染

した樹から採穂し、マルバやＪＭ１に接ぎ木した場合は、感染・発

病し、樹が衰 弱します（表２ 。このように採穂した樹と高接ぎ対）

象樹のそれぞれの台木の種類と組み合わせにより、高接ぎ病の危険

性が異なります。一般に、わい性台樹から採穂してマルバカイドウ

台に高接ぎするのは危険と言われているのはこのためです。

③採穂用の母樹を選択する前に

ウイルス保毒の有無は、厳密には検定が必要となりますが、台木

、 、 、 （ ） 。の種類 高接ぎの有無 樹勢 台木 根部 の状況から判断します

また、採穂する母樹の経歴と、高接ぎをかける樹の台木の種類を把

握しておくことも大切です。

自園自園自園自園のののの高接高接高接高接ぎをぎをぎをぎを一度一度一度一度もしていないもしていないもしていないもしていない樹勢樹勢樹勢樹勢がががが良良良良いいいいマルバカイマルバカイマルバカイマルバカイ穂木は「「「「

を母樹として採取するのが安全です。ドウドウドウドウ台樹台樹台樹台樹」」」」

次に示すチェックシートで安全な母樹を選択しましょう。

表６　高接ぎ病ウイルスの種類と台木別の感受性

ＡＣＬＳＶ ＡＳＰＶ ＡＳＧＶ

マルバ × ○ ○

ミツバ × × ×

Ｍ９ ○ ○ ○

Ｍ２６ ○ ○ ○

ＪＭ１ × ○ ○

ＪＭ７ ○ ○ ○

○：抵抗性（発病しないが潜在感染する）

　 ×：感受性（感染し、発病する）

表中記号

台
木
の
種
類

高接ぎ病ウイルスの種類

表７　　採取穂木と接ぎ木先の組み合わせにおける高接ぎ病発病の危険性

マルバ ミツバ Ｍ.９ Ｍ.２６ ＪＭ１ ＪＭ７

マルバ ○ ▲ ▲ ▲ ○ ▲

ミツバ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲

Ｍ.９ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｍ.２６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＪＭ１ ○ ▲ ▲ ▲ ○ ▲

ＪＭ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：高接ぎ病にかかる可能性が低い組み合わせ。
▲：高接ぎ病により枯死する可能性がある組み合わせ。

　　　表中記号

　
　
台
木
の
種
類

接
ぎ
木
す
る
樹
の

採穂した母樹の台木の種類

Ａ．他に高接ぎをしてい
ない。

Ｂ．他の品種・系統を高
接ぎしている。

樹勢は良好で、毎年の
収量が安定し、品質に問
題がない。

年々、樹勢が低下してい
る。

樹勢は良好で、毎年の
収量が安定し、品質に問
題がない。

穂木の採取と利用はしな
い。

野鼠の食害または紋羽
病にかかっている。

穂木を採取し、利用する。

なるべく穂木の採取は行
わない（※）。

Ｃ．以前、他の品種・系
統を高接ぎしていた。

年々、樹勢が低下してい
る。

場合によっては穂木の採
取と利用が可能（※）。

※※※※ウイルスの他にも根頭
がんしゅ病菌の感染にも
注意が必要です。穂木の
採取は、高接ぎの経験が
ない健全な樹から行いま
しょう。

品種から自根が出ている
（台木の根は枯死）。

穂木の採取と利用はしな
い。

根は台木だけである
（自根ではない）。

＜チェック１＞
高接ぎして
いませんか？

＜チェック２＞
樹の状態はどう
ですか？

＜チェック３＞
根（台木）の状態
はどうですか？

穂木採取穂木採取穂木採取穂木採取のののの前前前前にににに３３３３つのつのつのつのチェックチェックチェックチェック！！！！ 「「「「高接高接高接高接ぎぎぎぎ病病病病」」」」をををを回避回避回避回避しましょうしましょうしましょうしましょう！！！！
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（３）採取穂木の取り扱い ～大切な穂木を無駄にしないために～

①採穂時期は３月～発芽前まで（３月一杯がめど）とします。

②穂木の採取日はなるべく晴天を選びます（穂木の表面が濡れてい

ると、冷蔵中に雑菌が繁殖し、腐敗することがあります 。）

③穂木を冷蔵する場合は、パラフィンや癒合剤などで切り口をふさ

いだのち、ビニール袋など入れて枝からの水分蒸発を抑えるととも

に、冷蔵で発芽を抑制します。

④接ぎ木は３月～５月（早いほうが活着が良い）に行います。

（４）品種更新で特に注意したいこと

品種や系統によっては各種法律（種苗法、商標法、特許法）によ

って取り扱いに制限があります。法令は遵守して下さい。

●登録品種は、自園地で利用する以外の目的（増殖・販売）での繁

殖や他人への穂木の譲渡が種苗法により禁じられています。

●商標登録のある品種は、その名称を他の品種（系統）に使用する

こと、また、類似した名称を使用することが商標法により禁じられ

ています。

４）被害園地における施肥等について

（１）枝折れ被害樹への対応

枝の折損が次のように大きい場合は、樹勢が強くなることが懸念

されるので春肥は半減するか又は施用しないようにします。

①マルバカイドウ台樹等の遅延開心～開心形樹で、主枝が裂開・折

損により失われている場合

②側枝の折損が著しく平年よりも着果数の減少が著しいと予想され

る場合

③わい性台樹等で主幹の切り戻しによる再生（カットツリー法、高

接ぎ）を行う場合

なお、剪定終了後のリンゴ樹が平年の着果量を確保できる状況で

あれば、例年通りに春肥を施用しましょう。

（２）倒伏樹、野ネズミの食害を受けた樹への対応

倒伏した樹はできるだけ早めに立て起こし、木柱等を使用してし

っかりと固定することが重要です。断根がみられる時は、台木部分

に盛り土や堆肥マルチ等を行って発根を促しましょう。春肥の施用

は控え、生育期間中は乾燥しないよう適時潅水しましょう。

根部に部分的な野ネズミの食害を受けている場合も同様の対策を

行いましょう。

（３）発芽・開花後の対応

倒伏したり、野ネズミの食害のみられる場合、また、頂芽数が半

分以上減少する甚大な折損被害を受けた樹では、発芽から開花後に

「新梢の伸びが悪い、葉が小さい、葉色が淡い」等の症状が現れ、

樹勢が弱まることがあります。

このような場合、樹勢の維持には尿素の葉面散布が有効です。展

葉後から６月中旬までの間に尿素 0.2％液（ 500倍）を３～４回散布

しましょう。

（４）開花の遅れと結実確保
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雪に埋没 した側 枝は開花 が遅れま す。埋没 していた 期間にも より

ま すが、樹 冠上部 よりも２ ～４日も 遅くなる ことがあ ります。 開花

の 遅れは受 粉のタ イミング にも不都 合となり 結実不良 につなが るこ

ともあります。可能な限り人工受粉を実施しましょう。

５）野ネズミ被害対策と消雪後の被害軽減策について

本年のように雪が多い年は、野ネズミの被害が大きいと予想されま

す。リンゴ園は、恒常的に野ネズミの食害を受けており、これまでも

対策を喚起してきましたが、決定的な防除手段がないため被害がなか

なか減らないのが現状です。しかし、雪害によりダメージを受けた樹

をこれ以上弱らせないためにも、出来る限りの対策が必要です。

（１）野ネズミの活動

本県のリンゴ園に生息し、樹を食害する野ネズミはハタネズミが

多いと考えられます。冬期間は秋に貯蔵した食糧を食べますが、食

糧が不足すると、リンゴの根や主幹、枝などを食害し始めます。そ

のため、雑草など他の食糧が少ない晩冬～春先は、リンゴの樹が最

も被害を受けやすい時期になります。リンゴ園の野ネズミは雪が消

え雑草などが生えるまでは、リンゴの樹で命を維持（食いつないで

いる）しています。今年のように雪害で多くの樹の枝が雪の中に埋

もれ、食糧となる枝が豊富な環境下では、自然淘汰（凍死、餓死）

が働きにくく、生き延びる個体が多くなると推測されます。

（２）消雪前の対策

野ネズミは天敵から身を隠す必要があるため、地表面（雪上）を

移動することがなく、地中にトンネルを掘って食糧に近づきます。

時には雪道（雪の中にトンネルを掘る）を作ることもあります。

そのため、次の方法で樹や枝に近づくこと防止して下さい。

①消雪剤などを利用し、消雪を早め地肌を露出させる。

②雪に埋もれた枝は掘り上げる。

③特に幹周りは、広めに除雪し、なるべく早く主幹を露出させる。

④折れて雪に埋もれた枝も早めに地上に掘り出す。

（３）消雪後の被害軽減

食害は、主幹部（特に台木部とその上部付近）と雪に埋没してい

た結果母枝に多いと思われます。いずれも食害部位を放置しておく

と樹体水分の蒸散や病原菌の侵入により樹が衰弱します。次の方法

で樹体の回復に努めて下さい。

①台木部・地際部が食害を受けても、回復が望める場合は、トップ

ジンＭペースト、バッチレートなどの塗布剤を処理する。

②結果母枝が被害を受けた場合は、健全部または食害が少ない部位

まで切り戻す。細かな食害も鋏を入れ、塗布剤を塗るなど丁寧に処

置する。また、枝の裏側が食害を受けている場合もあるので、よく

見て処理を判断する。

③若木や苗木で、根まで食害されているのが明らかな場合は、すぐ

に抜かず、周辺のネズミ穴に殺そ剤を投入するなど、対策を施して

から抜き取り、新たな被害樹をつくらないようにする。

（４）野ネズミの駆除
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消雪後は野ネズミの餌となる雑草や種子が少なく、餌を求めて殺

そ剤や捕殺器の効果が高まります。駆除には次のような方法がある

ので、出来る限り実施し、密度増加を抑えましょう。

①殺 そ 剤 （ リ ン 化 亜 鉛 粒 剤 、  ダ イ フ ァ シ ン 系 粒 剤 など）は、園内外の
広 い 範 囲 で 数 日 に わ た り 連 続 し て 投 与 す る 。 事 前に ネ ズ ミ の 穴 を 踏
み つ ぶ し 、 そ の 翌 日 に 開 い た 穴 （ 生 き 穴 ） に 投 入す る と 効 率 が 良
い 。
②捕殺器（パチンコなど）は、リンゴの果実など植物質の物を餌と

し、ネズミ穴の近くに設置する。リンゴ箱などをネズミ穴と捕殺器

の上に被せると効果が高い。

③春から繁殖シーズンとなるため、巣を作りにくいように園内の清

掃を行う。特に誘引に使用したビニールのひも、縄、稲ワラなどは

巣の材料になりやすいので、園内に放置しない。

なお、野ネズミの被害は各樹種ともほぼ共通する問題なので、この項を

参考にして下さい。


